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科学発⾒の幸運に恵まれるための条件とは何か？ 
 
セレンディピティなる⾔葉がある。これは、求めていなかったものを偶然と賢慮によって発
⾒することである。何事もわかってしまえば「なーんだ、そんなことは誰にでもわかったで
はないか」とはなるのだが、その答えにたどり着くまでには実に多くの試⾏錯誤が繰り返さ
れていることは間違いがない。物事を考えることに慣れてない⼈は、その結果だけを⾒て、
「そんなことは⾃分でも思いついた」と⾔うのである。それが、科学発⾒の本質でもあり、
また難しさでもある。 
 
発⾒というのはやはり⽣易しいものではない。世界で多くの⼈々が⼀事を追い求めるが、そ
の栄光に⾄るのは１⼈である。パスツールは「幸運は備えある⼈の⾒に宿る」と⾔った。「成
功」ではなく「幸運」と⾔っているのである。 
 
⽬の前に偉⼤な発⾒の種があったとしても、その種が⾒えなければ発⾒に⾄らない。偉⼤な
発⾒の種が⾒えない理由としては、学識が⾜りなかった、⾒たいものを⾒ようと強く願った
結果それ以外のものが⾒えなかった、常識にとらわれすぎその範疇から抜け出すことがで
きなかった、などが考えられる。また、たとえその種が⾒えたとしても、それが世間の常識
から⼤きくかけ離れていた場合には、その発⾒を⾔い出す勇気がなかった、などのケースも
考えられる。天動説が真っ盛りの中世における地動説の発⾒などがその例である。 
 
発⾒があまりにも時代に先⾏したために、世に受け⼊れられなかった例もある。早く来すぎ
た発⾒である。社会がその事実を受け⼊れられるようになるまで、待つ必要がある。真理に
とっての最⼤の敵は権威者の頑迷である。先ほどの天動説に対する地動説の提唱がこの⼀
例である 
 
発⾒に関する多くのアドバイスがある。 
 
研究⽣活に忙殺されながらも、⼰の研究テーマや⽬的とは無関係なことにも関⼼を抱き、ど
んな予期せぬ事柄にも注意を怠らない科学者にこそ偶然の⼥神は微笑みかける（ヘンリー・
デール）。 
 
実験を計画するときには仮説を⽴てるべし、しかし、いったん実験を始めたならば仮説は捨
て去ってしまうべきだ（クロード・ベルナール）。 



我々は観察するのではない。思考するのだ（カール・ポッパー）。 
 
我々には⼰の知っていることしか⾒えぬ（ゲーテ）。 
 
我々が⾒たり考えたり、あるいは理解することは、我々が何を⾒たいかということに⼤きく
左右される。我々の理解⼒は教養や訓練の程度だけではなく、教育されてきたことに依存し
ている。そのことを踏まえた上で、⾃分が探し求めているものを⾒定め、⾃ら疑問を発する
姿勢でなければならない。そのためには、考え⽅の訓練も必要となる。 
 
科学とは、観察、測定、推理、検証、そして演繹を⼟台としている。演繹とは、諸前提から
論理の規則に従って必然的に結論を導き出すことを⾔う。テーマに対してどこを探るべき
かについては「⽔平思考」が必要である。⽔平思考（Wikipedia）によると、「デボノは従来
の論理的思考や分析的思考を垂直思考として、論理を深めるには有効である⼀⽅で、斬新な
発想は⽣まれにくいとしている。これに対して⽔平思考は多様な視点から物事を⾒ること
で直感的な発想を⽣み出す⽅法である。垂直思考を既に掘られている⽳を奥へ掘り進める
のに例えるのなら、⽔平思考は新しく⽳を掘り始めるのに相当する」。垂直思考は「常識に
とらわれ⼀定の枠から抜け出すことのできない硬直した思考⽅法（三省堂⼤辞林）」とある。
⾔い⽅を変えれば、⽔平思考は拡散思考、垂直思考は収斂思考である。 
 
惑星の運⾏に関する３法則を提唱したヨハネス・ケプラーも当時の常識の影響を強く受け
ていた。「私がかつて却下し、追い払った⾃然の摂理は、私に受け⼊れてもらうため、こっ
そりと裏⼝から⼊ってきた。『ああ、私は何と阿呆⿃だったことか！』」。何事もわかってし
まえば簡単だ！ 「ああ、私は何と阿呆⿃だったことか！」の短い⾔葉の中に、発⾒の難し
さと、真理を発⾒したときの喜びが凝縮されている。 
 
ケプラーは地動説を信じてはいたが、おそらくは同時に、惑星は太陽の周りを真円を描いて
運⾏すると信じていたものと考えられる。惑星の軌道は真円である、は中世において強く信
じられていた概念であった。すべての惑星が楕円軌道を描いているとの考えに⾄ったとき、
⼥神がケプラーに微笑んだ。ケプラーの３法則中の第１の法則は「惑星は、太陽を焦点のひ
とつとする楕円軌道上を動く」である。 
 
ケプラーがこの結論にたどり着けたのは、⾃分に妥協しなかった結果である。誤った概念を
抱き続けたケプラーが正解にたどり着いたのは、⾃分の理論値がティコ・ブラーエの実測値
より８分ずれていることを知ったときである。ブラーエの観測の緻密さ・正確さを熟知して
いたケプラーは、「どうしても無視しえないこの８分の誤差こそ、天⽂学全体を変⾰する⼿
段をもたらしてくれるだろう」と述べた。 



内容（「BOOK」データベースより） 
科学的発⾒がいかに偶然的要因によってなされるかを、さ
まざまな例を上げて分析した異⾊の科学史。まったくの偶
然で発⾒をなし得たラっきーな科学者、発⾒の⼿前までい
ったにも関わらずチャンスに恵まれずに機を逸した科学
者、無意識的には発⾒していてもその発⾒の意味を正しく
認識できなかった科学者…など、さまざまなケースを紹介、
何が発⾒と逸機をもたらし、科学者の明暗を分けたのかを
検証する。 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


